
令和２年３月吉日 氷 川 神 社 社 報 第１６８号 (令和２年３月号)

発行所
氷川神社社務所

〒166-0003
東京都杉並区高円寺南4-44-19

電話 03-3314-4147
FAX  03-3315-0034
https://www.koenji-hikawa.com/

発行責任者
松井 美加子

１

1

高
円
寺
の
四
大
ま
つ
り

ー

春
は
「
び
っ
く
り
大
道
芸
」

夏
は
「
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
」
秋
は
「
高
円
寺
フ
ェ
ス
」

そ
し
て
冬
が
「
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
」
で
す
。

「
高
円
寺
を
演
芸
の
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」
と
地
域

の
方
々
が
一
体
と
な
り
、
開
始
以
来
こ
こ
ま
で
盛
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。
来
場
者
も
年
々
増
え
て
お
り
、
今
年
も
高

円
寺
の
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
回
目
を
数
え
た
「
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
」
は

２
月
７
日(

金)

か
ら
１
６
日(

日)

に
か
け
て
、
高
円
寺
の
各

会
場
で
、
落
語
、
漫
談
、
浪
曲
、
講
談
な
ど
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
催
前
に
は
、
実
行
委
員
長
の
高
田
芳
作
さ
ん
以
下
６

名
の
皆
様
が
晴
天
祈
願
に
お
越
し
に
な
り
「
ま
つ
り
期
間

中
が
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
お
越
し
に
な
る

よ
う
に
」
と
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
「
演
芸
ま
つ
り
」
と
「
気
象
神
社
」
の
コ

ラ
ボ
企
画
と
し
て
「
晴
天
祈
願
寄
席
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
年
も
演
芸
ま
つ
り
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
、
協
力
で

き
る
こ
と
は
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

演芸まつりの寄席のようす (氷川神社大広間にて)

第
十
回

高
円
寺
演
芸
ま
つ
り

境内の梅も満開を
迎えました。多く
の参拝者が写真に
収めていました。
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綺麗に落ち葉を除去
して戴きました

高円寺演芸まつりの様子

令和２年３月吉日 第１６８号 (令和２年３月号)

開
催
初
日
の
２
月
７
日(

金)

に
高

円
寺
演
芸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様
が

晴
天
祈
願
の
為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し

た
。晴

天
祈
願
に
は
実
行
委
員
長
の
高

田
芳
作
さ
ん
以
下
６
名
の
皆
様
が
お

越
し
に
な
り
「
ま
つ
り
期
間
中
が
晴

天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
お

越
し
に
な
る
よ
う
に
」
と
祈
願
さ
れ

ま
し
た
。

２
月
１
１
日(

火
・
祝)

に
は

「
キ
ン
レ
イ
心
染
寄
席
」
と
一
年

生
寄
席
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
キ
ン
レ
イ
心
染
寄
席
」
は

「
人
々
の
心
に
染
み
る
」
本
物
の

味
と
日
本
文
化
を
伝
え
た
い
想
い

の
も
と
、
伝
統
文
化
で
あ
る
落
語

を
学
ん
で
い
る
学
生
と
日
本
の
食

文
化(

和
食)

を
大
切
に
し
た
い
と

考
え
る
㈱
キ
ン
レ
イ
に
よ
る
融
合

を
図
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
「
一
年
生
寄
席
」
で
は
関

東
落
研
連
合
所
属
の
各
大
学
か
ら

一
年
生
が
一
名
ず
つ
参
加
し
て
落

語
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者

に
は
な
べ
や
き
屋
キ
ン
レ
イ
鍋
焼

き
う
ど
ん
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

高円寺演芸まつり実行委員会の皆様

各大学ののぼり

参加大学
青山学院大学 日本大学
慶應義塾大学 中央大学
東京経済大学 東海大学
二松學舍大学 一橋大学
明治学院大学 法政大学
学習院大学 筑波大学
國學院大学 駒澤大学
早稲田大学 立教大学
桜美林大学 明治大学
成城大学 (全１９大学)

◆
晴
天
祈
願
祭(

気
象
神
社)

晴
天
祈
願
祭
の
様
子

◆
晴
天
祈
願
寄
席

開
催
初
日
の
２
月
７
日(

金) 

「
晴

天
祈
願
寄
席
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
邦
画
最
大
の
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
、
新
海
誠
監
督
の
ア
ニ
メ
映

画
『
天
気
の
子
』
。
雨
が
降
り
続
け

る
東
京
で
、
晴
れ
を
願
う
人
々
の
様

子
を
伝
え
る
シ
ー
ン
に
登
場
し
た
気

象
神
社
の
下
駄
絵
馬
が
授
与
さ
れ
る

落
語
会
と
な
り
ま
し
た
。

出
演
者
の
柳
家
小
平
太
さ
ん
と
三

遊
亭
ふ
う
丈
さ
ん
の
落
語
に
よ
り
、

会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

◆
キ
ン
レ
イ
心
染
寄
席
＆
一
年
生
寄
席

(上)柳家小平太さん
(下)三遊亭ふう丈さん

なべやきうどんの配布 一年生寄席の様子

寄
席
最
終
日

境
内
で
の

獅
子
舞
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令和２年３月吉日 第１６８号 (令和２年３月号)

神
社
境
内
に
は
多
く

の
樹
木
が
あ
り
ま
す
が
、

成
長
が
進
み
、
大
部
分

が
高
さ
２
０
ｍ
を
超
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
台
風
１
５
号
で

も
枝
木
が
折
れ
て
落
下

し
て
大
き
な
被
害
が
出

た
こ
と
、
ま
た
近
隣
建

物
の
安
全
を
考
慮
し
て
、

剪
定
工
事
を
実
行
し
ま

し
た
。
工
事
は
３
月
末

で
複
数
回
に
わ
た
り
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

(上)大ケヤキの剪定
(下)参道脇の大銀杏の剪定

いびつな部分が研磨により
綺麗になり、また鮮やかな
朱色に塗装されました

作
業
を
進
め
る

金
子
さ
ん

高御座・御帳台

境
内
樹
木
剪
定
工
事
①

氷
川
神
社
の
匠

～
其
の
十
五
～

一
昨
年
９
月
よ
り
開
始
し
た
日
々
の
境
内
清
掃
整
備
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
日
々
神
社
が
清
ら
か
に
変
化
し
て
い
く

こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
境
内
各
所

や
備
品
な
ど
の
修
復
、
整
備
も
並
行
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
老
朽
化
、
損
傷
し

た
も
の
を
丁
寧
に
手
作
業
で
修
復
し
、
新
た
な
命
を
吹
き
込

み
、
ま
た
新
た
な
も
の
を
作
り
出
し
て
く
れ
て
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
「
末
社
稲
荷
神
社
鳥
居
整
備
」
で
す
。

氷
川
神
社
末
社
の
稲
荷
神
社
の
鳥
居
が
老
朽
化
し
て
き
た
の

で
、
丁
寧
に
磨
い
た
後
に
塗
装
を
施
し
ま
し
た
。
今
年
も
金

子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
の
力
を
借
り
つ
つ
一
つ
一
つ
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
の
台
風
１
５
号

に
よ
り
折
れ
て
落
下
し
て

き
た
枝
木

剪定作業を進める
作業員の皆様
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令和２年３月吉日 第１６８号 (令和２年３月号)

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

明星電気㈱
気
象
神
社
で
は
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
祈

願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天
祈
願
に
お

越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
月
１
７
日(

金) 

明
星
電
気
㈱
様
が
事
業
繁

栄
祈
願
の
為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

明
星
電
気
㈱
は
、
ア
メ
ダ
ス
や
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｋ

Ａ
な
ど
の
気
象
観
測
器
、
地
震
観
測
装
置
や
津

波
観
測
装
置
な
ど
の
防
災
機
器
、
ロ
ケ
ッ
ト
や

衛
星
、
惑
星
探
査
機
に
搭
載
す
る
制
御
機
器
や

カ
メ
ラ
な
ど
の
観
測
機
器
の
メ
ー
カ
ー
で
、
明

星
電
気
㈱
の
コ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ーS

en
sin

g
 

＆

C
o

m
m

u
n

icatio
n

 ―
 

「
測
る
技
術
」
「
伝
え
る

技
術
」
は
水
中
か
ら
宇
宙
ま
で
を
カ
バ
ー
す
る

様
々
な
製
品
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
星
電
気
㈱
は
こ
の
よ
う
な
製
品
や
シ
ス
テ

ム
の
開
発
、
設
計
、
製
造
、
販
売
、
工
事
、
保

守
ま
で
一
貫
し
て
行
う
、
世
界
で
唯
一
の
総
合

環
境
観
測
シ
ス
テ
ム
メ
ー
カ
ー
で
す
。
明
星
電

気
㈱
の
事
業
繁
栄
、
そ
し
て
社
員
の
皆
様
の
健

康
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

(上)晴天祈願の様子 (下)明星電気㈱の皆様

気
象
神
社
授
与
品
の
紹
介
⑥

気象神社【お神札(おふだ)】

『
日
本
唯
一
』
の
気
象
神
社
に
は
連
日
多

く
の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
。
参
拝

後
は
気
象
神
社
の
授
与
品
を
お
求
め
に
な
ら

れ
る
方
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
毎
月
気
象
神

社
の
授
与
品
を
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

最
近
は
企
業
様
、

団
体
様
か
ら
の
祈
祷

依
頼
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
晴
天
祈
願
を

は
じ
め
と
す
る
気
象

に
関
す
る
各
種
祈
願

を
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

今月は「気象神社お神札(おふだ)」の紹介で
す。この神札を祀ることで気象神社の神様のお
力を感じて戴けると思います。個人法人のらは
崇敬神社用神札としてお求めになられます。特
に企業の方からは、「本当に天気の御利益を戴
きました」という声を戴いてます。

お神札の祀り方

公式サイトTOP画面

気
象
神
社
お
神
札

◆並べて祀る場合(上図左)
中央に神宮大麻(天照皇大神宮)、向かって右に
氏神様、左に崇敬する神社のお神札を祀ります。

◆重ねて祀る場合(上図右)
手間に神宮大麻(天照皇大神宮)、次に氏神様、
一番奥に崇敬する神社のお神札を祀ります。

先
日
、
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ
㈱
様
が

晴
天
祈
願
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。
日
頃

宝
扇
会
が
花
の
手
入
れ
を
し
て
く
れ
る
こ
と

を
話
す
と
、
と
て
も
感
激
さ
れ
て
定
期
的
に

季
節
に
合
っ
た
花
を
奉
納
し
た
い
と
の
お
言

葉
を
戴
き
ま
し
た
。
今
回
は
「
ム
ー
ン
ダ
ス

ト
」
と
い
う
花
を
奉
納
賜
り
ま
し
た
。

今
後
は
気
象
神
社
境
内
に
花
壇
を
作
る
考

え
も
あ
り
ま
す
。
お
越
し
に
な
る
皆
様
が
気

持
ち
よ
く
参
拝
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
引
き

続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

奉
納
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ
㈱
様

鮮やかな色の
ムーンダスト
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
三
十
一
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
三
十
一
話
は
Ｅ
Ｎ
Ｊ
不
動
産
の
野
口
英

次
さ
ん
で
す
。

「
高
円
寺
の
お
寺
巡
り
」 野

口

英
次

の
ぐ
ち

ひ
で
つ
ぐ

私
は
平
成
２
年
４
月
に
不
動
産
の
仕
事
に
就
く
こ

と
で
高
円
寺
に
来
ま
し
た
。
名
の
通
り
不
動
産
は
動

か
な
い
の
で
、
私
が
動
い
て
地
域
を
廻
る
こ
と
か
ら

始
め
た
と
こ
ろ
、
高
圓
寺
以
外
に
も
お
寺
が
多
い
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
平
成
４
年
、
古
着
の
店
を
持

ち
た
い
青
年
と
の
出
会
い
か
ら
、
古
着
の
店
が
増
え

る
と
同
時
に
古
着
が
若
者
の
中
に
一
気
に
広
が
り

「
古
着
の
街
・
高
円
寺
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
通
称
「
高
円
寺
を
え
ん
じ
」
「
下
北
沢
を

し
も
き
た
」
「
三
軒
茶
屋
を
さ
ん
ち
ゃ
」
と
呼
ば
れ
、

若
者
に
人
気
の
町
と
な
り
、
高
円
寺
の
一
翼
を
担
う

ま
で
拡
大
、
成
長
し
ま
し
た
。

こ
の
若
者
た
ち
の
成
長
が
高
円
寺
の
四
大
祭
り
の

一
つ
「
高
円
寺
フ
ェ
ス
」
に
繋
が
り
発
展
し
て
い
ま

す
。
頼
も
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
平
成
１
７
年

４
月
、
高
円
寺
に
来
た
時
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
長

仙
寺
、
氷
川
神
社
、
高
圓
寺
、
そ
し
て
寺
街
通
り
と

言
わ
れ
て
い
る
長
龍
寺
、
宗
泰
院
な
ど
と
回
っ
て
い

る
と
、
花
の
美
し
さ
、
何
か
心
を
癒
さ
れ
る
寺
の
良

氏名 ： 野口英次 (ノグチヒデツグ)
生年月日： 昭和１７年９月５日
出身地 ： 福岡県福岡市
血液型 ： Ｏ型
趣味 ： 山登り
特技 ： 続けること
座右の銘： 特になし
高円寺お薦めスポット

： お寺、氷川神社、桃園川遊歩道
一言 ： 誉めましょう

自己紹介

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６

月
の
梅
雨
の
頃
、
夏
、
秋
と
廻
っ

て
い
る
う
ち
に
、
寺
街
・
高
円
寺

を
再
発
見
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
「
高
円
寺
・
寺
め

ぐ
り
」
の
発
行
を
計
画
し
ま
し
た
。

平
成
１
８
年
の
春
が
近
づ
い
て
き

た
こ
と
で
、
第
１
号
を
発
行
し
た

と
こ
ろ
、
反
響
が
よ
く
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
が
駅
か
ら
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
高
円
寺
駅
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
で
お
寺
巡
り
を

実
施
し
、
好
評
で
し
た
。
お
寺
も

ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
、
花
の
咲
く

木
を
植
え
た
り
、
２
月
の
演
芸
ま

つ
り
で
は
落
語
会
場
、
又
お
寺

ア
ー
ト
を
開
催
さ
れ
た
り
で
、
温

か
く
迎
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
是
非

皆
さ
ん
も
寺
巡
り
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

5

Ｅ
Ｎ
Ｊ
不
動
産

令和２年３月吉日 第１６８号 (令和２年３月号)

高
円
寺
氷
川
神
社
は
私
の
好
き
な
所
の
一
つ
で
す
。

自
分
の
気
持
ち
で
気
軽
に
行
け
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
つ

で
も
気
持
ち
よ
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
円
寺
の
人
々
の
鎮
守
の
森
そ
の
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

先
代
宮
司
さ
ん
の
一
番
の
印
象
は
五
穀
豊
穣
の
秋
、

境
内
の
銀
杏
の
実
を
袋
詰
め
し
て
地
域
の
人
々
に
振
舞

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
氏
子
に
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
る
表

れ
だ
と
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
２
年
前
に
は
代
替

わ
り
を
し
ま
し
た
松
井
宮
司
さ
ん
の
活
躍
も
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
。

氏
子
総
代
、
氏
子
青
年
会
、
そ
し
て
高
円
寺
の
人
々

が
一
緒
に
な
っ
て
、
３
月
の
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会
、

６
月
の
気
象
神
社
例
大
祭
、
８
月
の
本
社
神
輿
誕
生
と

各
行
事
が
新
た
な
息
吹
と
大
き
く
発
展
し
て
い
る
と
感

じ
て
ま
す
。

氷
川
神
社
の
発
展
と
高
円
寺
の
人
々
の
情
熱
と
健
康

を
願
っ
て
ま
す
。

～山行のおさそい～
登山のシーズンになりました。山岳、大自然があなたを待ってます。

①城山～高尾山 ４月１２日(日)
小仏～城山～高尾山～高尾山口
②大菩薩嶺(2,066ｍ) ５月２４日(日)
福ちゃん荘・大菩薩嶺
③乾徳山(2,015ｍ) ６月１４日(日)
月見岩～乾徳山～迂回新道～徳和～山梨駅

地
域
学
習
に
て
杉
並
四
小
の
児
童

を
引
率
す
る
野
口
さ
ん(

一
番
右)

興味のある方、詳しく知りたい方、③以降の予定
を知りたい方は以下までご連絡下さい。

連絡先：ＥＮＪ不動産野口 (090-2460-9987)

趣味である登山を楽しむ野口さん
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
三
十
二
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
三
十
二
話
は
盆
栽
屋
ラ
ビ
ア
デ
ッ
ソ
主

人(

高
円
寺
南
商
店
会
副
会
長)

の
小
澤
克
己

さ
ん
で
す
。

「
新
参
者
で
す
が
・
・
・
」

小
澤

克
己

お
ざ
わ

か
つ
み

今
回
、
社
報
「
ひ
か
わ
」
へ
の
投
稿
依
頼

を
受
け
、
「
高
円
寺
の
新
参
者
で
あ
る
私
で

よ
い
の
か
」
と
い
う
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
前
号
で
弊
店
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
こ

と
も
あ
り
、
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
２
０
年
か
ら
高
円
寺
南
四
丁
目
で
盆
栽

屋
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

私
は
、
阿
佐
谷
北
五
丁
目
で
生
ま
れ
、
阿

佐
谷
幼
稚
園
、
馬
橋
小
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

馬
橋
小
学
校
で
は
、
現
在
の
北
仲
通
り
周
辺

か
ら
通
学
す
る
生
徒
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

杉
四
小
で
の
科
学
教
室
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
地
元
の
中
学
に
進
ま
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
学
生
時
代
、
そ
し
て
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
も
地
元
と
の
関
わ
り
は
薄
く
、

高
円
寺
に
来
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

氏名 ： 小澤克己 (オザワカツミ)
生年月日： 昭和２６年３月１１日
出身地 ： 杉並区阿佐谷北
血液型 ： Ｂ型
趣味 ： 盆栽、野球(ギリギリ現役)

特技 ： なし
座右の銘： 人との出会いで運命は変わる
高円寺お薦めスポット

： 街路灯の点灯した高南通り
一言 ： 氷川神社ではちょっとだけ盆栽

に目をとめて

自己紹介
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盆
栽
屋
ラ
ビ
ア
デ
ッ
ソ

高
円
寺
南
商
店
会

副
会
長

高円寺演芸まつり実行委員会(晴天祈願)
後列左が小澤さん(実行副委員長)

令和２年３月吉日 第１６８号 (令和２年３月号)

～神社より～
今月は野口さんと小澤さんを紹介させて戴

きました。野口さんは季節が変わるごとにお
寺めぐりの案内を配布して下さります。これ
を受け取ると季節の変わり目であることを実
感します。また趣味である登山で鍛えた足腰
は本当にお見事です。小澤さんには今年から
盆栽を提供して戴いております。毎月季節に
応じた盆栽を置いてくれます。定期的に神社
にお越しになり、盆栽を観察して下さり、水
やりなどもして戴いております。これからも
一人でも多く紹介していきたいのでご協力を
お願い申し上げます。

ご
縁
あ
っ
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
店
舗
を
引
き
継
ぐ
こ

と
と
な
っ
た
時
、
高
円
寺
に
こ
ん
な
に

沢
山
の
古
着
屋
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
更

に
は
美
容
室
や
不
動
産
屋
が
あ
り
、
地

元
以
外
か
ら
多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
て

来
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

開
店
し
て
ま
も
な
く
商
店
会
長
、
町
会

長
に
紹
介
さ
れ
、
若
手
と
し
て
役
員
の

末
席
に
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
各
地
か
ら
人
が
集
ま
っ
て
く

る
の
も
、
新
参
者
の
私
を
仲
間
と
し
て

す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
も
、

高
円
寺
の
持
つ
「
懐
の
深
さ
」
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
通
じ

て
、
他
の
商
店
会
、
町
会
の
皆
さ
ま
と

も
お
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
古
希
も
目
前
の
私
で
す
が
、
若

手
（
？
）
と
し
て
微
力
な
が
ら
も
高
円

寺
の
地
域
振
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

氷
川
神
社
と
の
お
付
き
合
い

は
、
同
じ
商
店
会
、
町
会
で

も
あ
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に

訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
生
前
の
山
本
宮
司
と
は

回
覧
を
配
る
際
に
立
ち
話
を

す
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。
昨
年
、

松
井
宮
司
か
ら
お
話
が
あ
り
、

年
末
か
ら
氷
川
神
社
の
境
内

に
盆
栽
を
飾
ら
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
神
社
を
訪

れ
た
方
が
小
さ
な
盆
栽
に
気

付
き
、
季
節
の
移
ろ
い
と
も

に
、
氷
川
神
社
の
「
お
も
て

な
し
」
の
気
持
ち
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 「美・道路組」

毎月地域の清掃活動をしています

令和元年本社神輿お披露目会(高円寺南氷川町会にて)
前列左から2人目が小澤さん

盆栽屋ラビアデッソ

高円寺南4-22-1
☎03-3312-2468
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令和２年３月吉日 第１６８号 (令和２年３月号)

①

②
③

高円寺 春の寺めぐり

本尊は青面金剛で多くは不
見・不聞・不言の三猿が刻
まれている。
この庚申塔は、正徳六年

（1716）高円寺村の講中六
人が悪病退散・村民安全祈
願として建立したものです。

①庚申塔 ②浄土真宗正光寺 ③真言宗長仙寺 ④曹洞宗西照寺

淨華山と号する浄土真宗
の寺で、本尊は阿弥陀如来
立像です。
先々代住職が広島より上

京し、大正期に開創された
新しい寺です。

普明山と号する曹洞宗の寺院で、本尊は
釈迦如来坐像で、寺伝によれば、日比谷
村（現千代田区内幸町）の漁夫が海中よ
り拾いあげた阿弥陀如来を安置した御堂
を天正二年（1574）開山文竜和尚が一寺
としたのが開創と伝えられています。

日王山阿遮院長仙寺は真言宗豊
山派の寺で不動明王を本尊として
います。寺伝によると宝永元年
（1704）中野宝仙寺の住僧真秀が
一庵を建て号したのが開創、本尊
の不動明王像は55cm程の立像で室
町時代の作といわれています。

⑤曹洞宗松應寺

万寿山と号する曹洞宗の寺
で、本尊は聖観音坐像です。
明暦二年（1656）五月浅草
八軒寺町（現台東区寿二丁
目）に開創されました。大
正七年六月に寺院の維持発
展のため当地に移転。江戸
時代の農政学者佐藤信淵の
墓があります。

⑥永昌山宗泰院 ⑦曹洞宗長龍寺 ⑧真言大谷派浄雲寺

永昌山と号する曹洞宗の寺で本尊
は釈迦牟尼仏です。天正十二年
（1584）麹町表四番町（現千代田
区四番町に草庵を結んだのが始ま
りといわれ、当院には他に類を見
ない乳房を嬰児にふくませた木彫
りの「子授け地蔵尊」があります。

富聚山と号する曹洞宗の寺で、
本尊は釈迦如来坐像です。文禄二
年（1593）に心岩舜応和尚が麹町
四番町（現千代田区四番町）に開
創したといわれ、その後市谷左内
坂に移転し、明治四十二年、陸軍
士官学校の拡張に伴い当地に移転
しました。

万寿山と号する曹洞宗の寺で、本尊
は聖観音坐像です。明暦二年
（1656）五月浅草八軒寺町（現台東
区寿二丁目）に開創されました。大
正七年六月に寺院の維持発展のため
当地に移転。江戸時代の農政学者佐
藤信淵の墓があります。

⑨曹洞宗福寿院 ⑩日蓮宗 長善寺 ⑫浄土真宗西光寺⑪曹洞宗鳳林寺

祥雲山と号する曹洞宗の寺で、
本尊は像高48cmの金銅釈迦如
来像で、区内においても大変珍
しい「金銅仏」です。開山は雪
底春積（寛永四年、1627）と伝
えられ徳川幕府創業の功績の
あった伊賀藩士の慰霊の為に三
浦氏等12人が開創したとされる。

如法山と号する日蓮宗の寺院
で、本尊は十界諸尊と日蓮聖人
坐像です。天正十八年（1590）
円立院日義によって江戸府内の
谷中（現台東区谷中）に開創、
再度の移転の後、大正十五年高
円寺に移転。十羅刹女像・毘沙
門天像が安置されている。

瑞祥山と号する曹洞宗の寺院
で、本尊は釈迦牟尼仏です。永
禄元年（1558）に草創され後に
本寺吉祥寺（現文京区本駒込）
が開山となり寺容を整えた。大
正三年に現地に移転、家庭和合
を守る愛染明王と延命地蔵尊を
安置している。

唐渓山と号する浄土真宗の寺
で、本尊は阿弥陀如来立像です。
説教所として開創され、昭和

二十七年から山号寺名を用いた
新しい寺です。

⑬曹洞宗高圓寺

宿鳳山高圓寺は弘治元年
（1555）中野成願寺三世建室宗
正が、開山した曹洞宗の寺で、
本尊は観音菩薩像で室町期の作
と伝えられ阿弥陀如来坐像も安
置されている。第五世耕岳益道
の時、徳川家光の知遇を得た事
で広く名が知られるようになっ
た。

⑭氷川神社

当社は、「新編武蔵風土記稿」
多摩郡高円寺村の条に氷川社と
あって創建については諸説あり
ますが口碑に寄れば、天文の頃
（1532～4）村内曹洞宗高円寺
の創建と同時とされています。
全国唯一の気象神社が境内に

あります。

杉並区立馬橋公園

～寺めぐり～お問い合わせ
杉並区高円寺北3-23-1
野口英次 (ＥＮＪ不動産)
☎０３－５３２７－３６２７
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ひ
か
わ
１
６
９
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
新
型
肺
炎
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
の
影
響
で
神
社
関
係
の

行
事
が
延
期
、
中
止
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
状
況
を
逆

手
に
取
り
、
普
段
手
が
行
き
届

か
な
い
と
こ
ろ
を
清
掃
、
整
備

し
て
い
ま
す
。
感
染
が
収
束
す

る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
ま
た
皆

様
が
気
軽
に
お
越
し
に
な
れ
る

よ
う
に
更
に
神
社
を
綺
麗
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
も
体
調
に
は
留
意
し
て
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記
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🌸

お
知
ら
せ

🌸

◆
社
報
「
ひ
か
わ
」

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

新
年
か
ら
清
祓
、
厄
祓
を
中
心
に

氏
子
地
域
の
方
々
か
ら
多
く
の
祈
祷

依
頼
を
承
り
ま
し
た
。
氷
川
神
社
で

は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

令和２年３月吉日 第１６８号 (令和２年３月号)

３
月
１
日(

日)

に
開
催
予
定

だ
っ
た
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
の
為

に
中
止
と
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

参
拝
者
、
関
係
者
の
健
康
を
第
一

に
考
慮
し
て
の
判
断
で
し
た
の
で
、

ご
理
解
を
戴
き
た
く
思
い
ま
す
。

来
年
無
事
に
開
催
で
き
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。

１
４
７
号(

２
０
１
８
年
７
月
号)

か
ら
現
在
の
様
式
に
な
り
ま
し
た
が
、

過
去
の
社
報
を
お
求
め
に
な
り
た
い

方
は
お
気
軽
に
神
社
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。(

１
４
７
号
～
が
対
象

と
な
り
ま
す)

◆
ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会
中
止

今
月
の
盆
栽

高南宝扇会による清掃植樹作業⑩
令和２年２月１６日(日)

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

高
南
宝
扇
会
で
す
が
、
今
年
の
４
月

か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
に
神
社
の
清

掃
な
ど
を
手
伝
っ
て
戴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
に
始
ま
っ
て
十
回

目
の
今
回
は
境
内
清
掃
と
花
の
植
替

え
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
悪
天
候
で
枯
れ
て
し

ま
っ
た
一
部
の
花
の
植
え
替
え
を
し

て
戴
き
ま
し
た
。
寒
い
冬
で
も
育
つ

花
を
用
意
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
と
水
を
与
え
て
、
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
月
本
当

に
感
謝
し
て
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
宝
扇
会
の
皆
様
に
は
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

宝扇会の皆様

◆
「
又
吉
直
樹
の
ヘ
ウ
レ
ー
カ
」

に
気
象
神
社
が
登
場

２
月
１
９
日(

水) 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
テ
レ

「
又
吉
直
樹
の
ヘ
ウ
レ
ー
カ(

２
２
時

～)

」
で
気
象
神
社
が
登
場
し
ま
し
た
。

昨
今
世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
る
異

常
気
象
が
穏
や
か
に
な
る
こ
と
を
祈

願
す
る
参
拝
者
の
様
子
が
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

◆
「
太
田
和
彦
ぶ
ら
り
旅

新
・
居
酒
屋
百
選
」
に
氷
川

神
社
・
気
象
神
社
が
登
場
予
定

４
月
６
日(

月) 

Ｂ
Ｓ
１
１
「
太
田

和
彦

ぶ
ら
り
旅

新
・
居
酒
屋
百

選
」(

２
０
時

～)

」
で
氷
川
神
社
、

気
象
神
社
が
登
場

予
定
で
す
。
お
時

間
が
あ
れ
ば
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
「
勝
手
に
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ガ
イ
ド

に
気
象
神
社
が
登
場
予
定

今
年
か
ら
氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ

ビ
ア
デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社

に
届
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
月
か
ら
毎
月
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

富
士
桜

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

黒
松

４
月
１
日(

水)

Ｂ
Ｓ
フ
ジ
「
勝

手
に
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ガ
イ
ド

(

２
１
時
５
５
分
～)

」
に
気
象
神

社
が
登
場
予
定
で
す
。
外
国
人
観

光
客
に
気
象
神
社
を
案
内
す
る
様

子
が
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
お

時
間
が
あ
れ
ば
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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